
 
 

2022 年６月 16 日 

各 位 
会 社 名 グンゼ株式会社 

代 表 者 名      代表取締役社長   佐口 敏康 

       （コード：3002、東証プライム） 

本社所在地 大阪市北区梅田２丁目５番 25 号 

問 合 せ 先      コーポレートコミュニケーション部長   中嶋 順子 

（TEL. 06-6348-1314） 

 
メディカル事業における国内子会社統合及び商号変更について 

 

当社は、2022 年 10 月 1 日を効力発生日として、当社の 100％子会社である株式会社メディカルユーアンド

エイを存続会社とし、同じく 100％子会社であるグンゼメディカルジャパン株式会社を消滅会社とする吸収

合併を実施すること、及び、同日付で株式会社メディカルユーアンドエイの商号をグンゼメディカル株式会

社に変更することを決定いたしましたので、下記のとおり、お知らせいたします。 

なお、本合併は当社 100%子会社同士の合併であるため、開示事項・内容を一部省略しております。 

 

記 

 

１．合併の目的 

当社は生体吸収性を中心とした医療機器の製造販売を営むほか、傘下に医療器械の輸入販売を主な事業

とする株式会社メディカルユーアンドエイと、当社医療機器の販売を主な事業とするグンゼメディカルジ

ャパン株式会社を有しております。この度、株式会社メディカルユーアンドエイとグンゼメディカルジャ

パン株式会社が合併することにより、事業の集約化を進め、経営基盤の強化を図ります。 

 

２．合併の概要 

（１）合併の日程 

合併契約書承認取締役会（合併当事会社） 2022 年 7 月 29 日（金） 

合併契約書締結日（合併当事会社） 2022 年 7 月 29 日（金） 

合併の予定日（効力発生日） 2022 年 10 月 1 日（土）（予定） 

（注）本合併は、株式会社メディカルユーアンドエイにおいては会社法第 796 条第 2 項に定める簡易合

併となります。 

 

（２）合併方式 

株式会社メディカルユーアンドエイを存続会社、グンゼメディカルジャパン株式会社を消滅会社とす

る吸収合併方式といたします。 

 

（３）合併に係る割当の内容 

本合併は、当社 100%子会社間の吸収合併であるため、株式その他の割当てはありません。 

 

（４）合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 



３．合併当事会社の概要（2022 年 3 月 31 日現在） 

 存続会社 消滅会社 

（１）名 称 株式会社メディカルユーアンドエイ グンゼメディカルジャパン株式会社 

（２）本 店 所 在 地 大阪府大阪市北区 大阪府大阪市淀川区 

（３）代 表 者 の 役 職 名 代表取締役社長 松田晶二郎 代表取締役社長 松田晶二郎 

（４）事 業 内 容 医療器械の開発、製造、販売、賃貸

及び修理並びに輸出入 

医療機器の製造、加工、販売、賃貸

及び修理 

（５）資 本 金 4,650 万円 3,000 万円 

（６）設 立 年 月 日 1986 年 4 月 17 日 2017 年 4 月 3 日 

（７）発 行 済 株 式 総 数 8,450 株 600 株 

（８）決 算 期 3 月 31 日 3 月 31 日 

（９）大株主及び持株比率 グンゼ株式会社 

（100％） 

グンゼ株式会社 

（100％） 

（１０）直前事業年度の財政状態及び経営成績 

決 算 期 2022 年 3 月期 2022 年 3 月期 

純 資 産 2,541 百万円 316 百万円 

総 資 産 4,372 百万円 402 百万円 

1 株 当 た り 純 資 産 300,755.97 円 526,394.38 円 

売 上 高 6,100 百万円 814 百万円 

営 業 利 益 600 百万円 197 百万円 

経 常 利 益 557 百万円 197 百万円 

当 期 純 利 益 363 百万円 129 百万円 

1 株当たり当期純利益 42,928.24 円 214,208.41 円 

※単位未満を四捨五入で記載しております。 

 

４．合併後の状況 

本合併により存続会社は消滅会社の事業を承継いたします。存続会社の所在地、代表者の役職名、事業

内容、資本金及び決算期に変更はありません。 

なお、存続会社である株式会社メディカルユーアンドエイにつきましては、合併の効力発生日(2022 年

10 月 1 日予定)と同日付で以下のとおり、商号を変更いたします。 

新商号 グンゼメディカル株式会社 

 

５．今後の見通し 

本合併は、当社 100％子会社同士の吸収合併であるため、連結業績に与える影響は軽微であります。 

 

以上 

 


